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【手続補正書】
【提出日】令和1年12月11日(2019.12.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
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【請求項１】
　（ａ）配列番号３もしくは４に記載されているアミノ酸配列を含む免疫グロブリン鎖の
ＶＬドメインのＣＤＲ１、ＣＤＲ２およびＣＤＲ３、ならびに／または
　（ｂ）配列番号１もしくは２に記載されているアミノ酸配列を含む免疫グロブリン鎖の
ＶＨドメインのＣＤＲ１、ＣＤＲ２およびＣＤＲ３
を含む、ヒトＬＡＧ３に特異的に結合する抗体またはその抗原結合性フラグメント。
【請求項２】
　（１）アミノ酸配列８を含むＣＤＲ－Ｌ１、
アミノ酸配列９を含むＣＤＲ－Ｌ２および
アミノ酸配列１０を含むＣＤＲ－Ｌ３
を含む軽鎖可変ドメインならびに
アミノ酸配列５を含むＣＤＲ－Ｈ１、
アミノ酸配列６を含むＣＤＲ－Ｈ２および
アミノ酸配列７を含むＣＤＲ－Ｈ３
を含む重鎖可変ドメイン、または
　（２）アミノ酸配列１４を含むＣＤＲ－Ｌ１、
アミノ酸配列１５を含むＣＤＲ－Ｌ２および
アミノ酸配列１６を含むＣＤＲ－Ｌ３
を含む軽鎖可変ドメインならびに
アミノ酸配列１１を含むＣＤＲ－Ｈ１、
アミノ酸配列１２を含むＣＤＲ－Ｈ２および
アミノ酸配列１３を含むＣＤＲ－Ｈ３
を含む重鎖可変ドメイン
を含む、請求項１記載の抗体または抗原結合性フラグメント。
【請求項３】
　（１）配列番号３に記載されているアミノ酸配列に対して少なくとも９０％のアミノ酸
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む軽鎖免疫グロブリンおよび配列番号１に記載され
ているアミノ酸配列に対して少なくとも９０％のアミノ酸配列同一性を有するアミノ酸配
列を含む重鎖免疫グロブリン、または
　（２）配列番号４に記載されているアミノ酸配列に対して少なくとも９０％のアミノ酸
配列同一性を有するアミノ酸配列を含む軽鎖免疫グロブリンおよび配列番号２に記載され
ているアミノ酸配列に対して少なくとも９０％のアミノ酸配列同一性を有するアミノ酸配
列を含む重鎖免疫グロブリン
からなる群から選択される軽鎖免疫グロブリンおよび重鎖免疫グロブリンを含む、ヒトＬ
ＡＧ３に特異的に結合する抗体またはその抗原結合性フラグメント。
【請求項４】
　（１）配列番号３のアミノ酸配列を含む、および配列番号３に記載されているアミノ酸
配列に対して少なくとも９０％のアミノ酸配列同一性を有するアミノ酸配列を含む免疫グ
ロブリンのＣＤＲ－Ｌ１、ＣＤＲ－Ｌ２およびＣＤＲ－Ｌ３を含む軽鎖免疫グロブリン、
ならびに配列番号１のアミノ酸配列を含む、および配列番号１に記載されているアミノ酸
配列に対して少なくとも９０％のアミノ酸配列同一性を有するアミノ酸配列を含む免疫グ
ロブリンのＣＤＲ－Ｈ１、ＣＤＲ－Ｈ２およびＣＤＲ－Ｈ３を含む重鎖免疫グロブリン、
または
　（２）配列番号４のアミノ酸配列を含む、および配列番号４に記載されているアミノ酸
配列に対して少なくとも９０％のアミノ酸配列同一性を有するアミノ酸配列を含む免疫グ
ロブリンのＣＤＲ－Ｌ１、ＣＤＲ－Ｌ２およびＣＤＲ－Ｌ３を含む軽鎖免疫グロブリン、
ならびに配列番号２のアミノ酸配列を含む、および配列番号２に記載されているアミノ酸
配列に対して少なくとも９０％のアミノ酸配列同一性を有するアミノ酸配列を含む免疫グ
ロブリンのＣＤＲ－Ｈ１、ＣＤＲ－Ｈ２およびＣＤＲ－Ｈ３を含む重鎖免疫グロブリン
を含む、請求項３記載の抗体または抗原結合性フラグメント。
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【請求項５】
　該配列同一性が少なくとも９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％で
ある、請求項３又は４に記載の抗体または抗原結合性フラグメント。
【請求項６】
　（１）配列番号３に記載されているアミノ酸配列を含む軽鎖免疫グロブリンおよび配列
番号１に記載されているアミノ酸配列を含む重鎖免疫グロブリン、または
　（２）配列番号４に記載されているアミノ酸配列を含む軽鎖免疫グロブリンおよび配列
番号２に記載されているアミノ酸配列を含む重鎖免疫グロブリン、または
　（３）配列番号２２に記載されているアミノ酸配列を含む軽鎖免疫グロブリンおよび配
列番号２１に記載されているアミノ酸配列を含む重鎖免疫グロブリン、または
　（４）配列番号２４に記載されているアミノ酸配列を含む軽鎖免疫グロブリンおよび配
列番号２３に記載されているアミノ酸配列を含む重鎖免疫グロブリン
を含む、請求項５記載の抗体または抗原結合性フラグメント。
【請求項７】
　操作された酵母Ｎ－結合グリカンまたはＣＨＯ　Ｎ－結合グリカンでグリコシル化され
ている、請求項１～６のいずれか１項記載の抗体または抗原結合性フラグメント。
【請求項８】
　抗体である、請求項１～７のいずれか１項記載の抗体または抗原結合性フラグメント。
【請求項９】
　配列番号１～１６および２１～２４からなる群から選択されるアミノ酸配列に対して少
なくとも８０％の配列同一性を含むアミノ酸配列を含むポリペプチド。
【請求項１０】
　請求項９記載のポリペプチドをコードするポリヌクレオチド。
【請求項１１】
　請求項１０記載のポリヌクレオチドを含むベクター。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれか１項記載の抗体、フラグメント、ポリペプチド、ポリヌクレ
オチドまたはベクターを含む宿主細胞。
【請求項１３】
　請求項１～１１のいずれか１項記載の抗体、抗原結合性フラグメント、ポリペプチド、
ポリヌクレオチドまたはベクターを含み、医薬上許容される担体または希釈剤を含んでい
てもよい組成物またはキットであって、もう１つの治療剤と組合されていてもよい、組成
物またはキット。
【請求項１４】
　請求項１～８または１３のいずれか１項記載の抗体もしくはフラグメントまたは組成物
もしくはキットと共に、抗原および医薬上許容される担体を含むワクチン。
【請求項１５】
　請求項１～１１、１３または１４のいずれか１項記載の抗体、抗原結合性フラグメント
、組成物、ポリペプチド、ポリヌクレオチド、ベクターまたはワクチンを含む容器または
注射装置であって、該容器または装置が、医薬上許容される担体または希釈剤を含んでい
てもよい、容器または注射装置。
【請求項１６】
　前記のもう１つの治療剤が、ワクチン、抗癌治療剤、免疫調節受容体のインヒビター、
抗嘔吐物質、ＭＴＯＲ（ラパマイシンの哺乳類標的）インヒビター、細胞毒性物質、白金
物質、ＥＧＦＲインヒビター、ＶＥＧＦインヒビター、微小管安定化剤、タキサン、ＣＤ
２０インヒビター、ＣＤ５２インヒビター、ＣＤ３０インヒビター、ＲＡＮＫ（核因子カ
ッパＢの受容体アクチベーター）インヒビター、ＲＡＮＫＬ（核因子カッパＢリガンドの
受容体アクチベーター）インヒビター、ＥＲＫインヒビター、ＭＡＰキナーゼインヒビタ
ー、ＡＫＴインヒビター、ＭＥＫインヒビター、ＰＩ３Ｋインヒビター、ＨＥＲ１インヒ
ビター、ＨＥＲ２インヒビター、ＨＥＲ３インヒビター、ＨＥＲ４インヒビター、Ｂｃｌ
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２インヒビター、ＣＤ２２インヒビター、ＣＤ７９ｂインヒビター、ＥｒｂＢ２インヒビ
ター、ファルネシルタンパク質トランスフェラーゼインヒビター、抗ＰＤ－１抗体または
その抗原結合性フラグメント、ペンブロリズマブ（ｐｅｍｂｒｏｌｉｚｕｍａｂ）、ニボ
ルマブ（ｎｉｖｏｌｕｍａｂ）、ＣＴ－０１１、抗ＣＴＬＡ４抗体またはその抗原結合性
フラグメント、抗ＴＩＭ３抗体またはその抗原結合性フラグメント、抗ＣＳ１抗体または
その抗原結合性フラグメント、エロツズマブ（ｅｌｏｔｕｚｕｍａｂ）、抗ＫＩＲ２ＤＬ
１／２／３抗体またはその抗原結合性フラグメント、リリルマブ（ｌｉｒｉｌｕｍａｂ）
、抗ＣＤ１３７抗体またはその抗原結合性フラグメント、ウレルマブ（ｕｒｅｌｕｍａｂ
）、抗ＧＩＴＲ抗体またはその抗原結合性フラグメント、ＴＲＸ５１８、抗ＰＤ－Ｌ１抗
体またはその抗原結合性フラグメント、ＢＭＳ－９３６５５９、ＭＳＢ００１０７１８Ｃ
、ＭＰＤＬ３２８０Ａ、抗ＰＤ－Ｌ２抗体またはその抗原結合性フラグメント、抗ＩＬＴ
１抗体またはその抗原結合性フラグメント、抗ＩＬＴ２抗体またはその抗原結合性フラグ
メント、抗ＣＥＡＣＡＭ１抗体または抗原結合性フラグメント、抗ＩＬＴ３抗体またはそ
の抗原結合性フラグメント、抗ＩＬＴ４抗体またはその抗原結合性フラグメント、抗ＩＬ
Ｔ５抗体またはその抗原結合性フラグメント、抗ＩＬＴ６抗体またはその抗原結合性フラ
グメント、抗ＩＬＴ７抗体またはその抗原結合性フラグメント、抗ＩＬＴ８抗体もしくは
その抗原結合性フラグメント、抗ＣＤ４０抗体またはその抗原結合性フラグメント、抗Ｏ
Ｘ４０抗体またはその抗原結合性フラグメント、抗ＣＤ１３７抗体またはその抗原結合性
フラグメント、抗ＫＩＲ２ＤＬ１抗体またはその抗原結合性フラグメント、抗ＫＩＲ２Ｄ
Ｌ２／３抗体またはその抗原結合性フラグメント、抗ＫＩＲ２ＤＬ４抗体またはその抗原
結合性フラグメント、抗ＫＩＲ２ＤＬ５Ａ抗体またはその抗原結合性フラグメント、抗Ｋ
ＩＲ２ＤＬ５Ｂ抗体またはその抗原結合性フラグメント、抗ＫＩＲ３ＤＬ１抗体またはそ
の抗原結合性フラグメント、抗ＫＩＲ３ＤＬ２抗体またはその抗原結合性フラグメント、
抗ＫＩＲ３ＤＬ３抗体またはその抗原結合性フラグメント、抗ＮＫＧ２Ａ抗体またはその
抗原結合性フラグメント、抗ＮＫＧ２Ｃ抗体またはその抗原結合性フラグメント、抗ＮＫ
Ｇ２Ｅ抗体またはその抗原結合性フラグメント、ＩＬ－１０、抗ＩＬ－１０、抗ＴＳＬＰ
、ＰＥＧ化ＩＬ－１０、１３－シス－レチノイン酸、３－［５－（メチルスルホニルピペ
ラジンメチル）－インドリル］－キノロン、４－ヒドロキシタモキシフェン、５－デオキ
シウリジン、５’－デオキシ－５－フルオロウリジン、５－フルオロウラシル、６－メル
カプトプリン、７－ヒドロキシスタウロスポリン、Ａ－４４３６５４、アビラテロンアセ
タート（ａｂｉｒａｔｅｒｏｎｅａｃｅｔａｔｅ）、アブラキサン（ａｂｒａｘａｎｅ）
、ＡＢＴ－５７８、アコルビフェン（ａｃｏｌｂｉｆｅｎｅ）、ＡＤＳ－１００３８０、
アフリベルセプト（ａｆｌｉｂｅｒｃｅｐｔ）、ＡＬＴ－１１０、アルトレタミン（ａｌ
ｔｒｅｔａｍｉｎｅ）、アミホスチン（ａｍｉｆｏｓｔｉｎｅ）、アミノグルテチミド（
ａｍｉｎｏｇｌｕｔｅｔｈｉｍｉｄｅ）、アムルビシン（ａｍｒｕｂｉｃｉｎ）、アムサ
クリン（Ａｍｓａｃｒｉｎｅ）、アナグレリド（ａｎａｇｒｅｌｉｄｅ）、アナストロゾ
ール（ａｎａｓｔｒｏｚｏｌｅ）、アンジオスタチン（ａｎｇｉｏｓｔａｔｉｎ）、ＡＰ
－２３５７３、ＡＲＱ－１９７、アルゾキシフェン（ａｒｚｏｘｉｆｅｎｅ）、ＡＳ－２
５２４２４、ＡＳ－６０５２４０、アスパラギナーゼ、ＡＴ－９２６３、ＡＴＩ３３８７
、アトラセンタン（ａｔｒａｓｅｎｔａｎ）、アキシチニブ（ａｘｉｔｉｎｉｂ）、ＡＺ
Ｄ１１１５、カルメットゲラン桿菌（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　Ｃａｌｍｅｔｔｅ－Ｇｕｅｒｉ
ｎ）（ＢＣＧ）ワクチン、バタブリン（ｂａｔａｂｕｌｉｎ）、ＢＣ－２１０、ＢＧＪ３
９８、ベソデュトクス（ｂｅｓｏｄｕｔｏｘ）、ベバシズマブ（ｂｅｖａｃｉｚｕｍａｂ
）、ビカルタミド（ｂｉｃａｌｕｔａｍｉｄｅ）、Ｂｉｏ１１１、ＢＩＯ１４０、ＢＫＭ
１２０、ブレオマイシン、ＢＭＳ－２１４６６２、ＢＭＳ－２４７５５０、ＢＭＳ－２７
５２９１、ＢＭＳ－３１０７０５、ボルテジミブ（ｂｏｒｔｅｚｉｍｉｂ）、ブセレリン
（ｂｕｓｅｒｅｌｉｎ）、ブスルファン（ｂｕｓｕｌｆａｎ）、カルシトリオール（ｃａ
ｌｃｉｔｒｉｏｌ）、カンプトテシン（ｃａｍｐｔｏｔｈｅｃｉｎ）、カネルチニブ（ｃ
ａｎｅｒｔｉｎｉｂ）、カペシタビン（ｃａｐｅｃｉｔａｂｉｎｅ）、カルボプラチン（
ｃａｒｂｏｐｌａｔｉｎ）、カルムスチン（ｃａｒｍｕｓｔｉｎｅ）、ＣＣ８４９０、Ｃ
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ＥＡワクチン、セジラニブ（ｃｅｄｉｒａｎｉｂ）、ＣＧ－１５２１、ＣＧ－７８１、ク
ラミドシン（ｃｈｌａｍｙｄｏｃｉｎ）、クロラムブシル（ｃｈｌｏｒａｍｂｕｃｉｌ）
、クロロトキシン（ｃｈｌｏｒｏｔｏｘｉｎ）、シレンジチド（ｃｉｌｅｎｇｉｔｉｄｅ
）、シミチジン（ｃｉｍｉｔｉｄｉｎｅ）、シスプラチン、クラドリビン（ｃｌａｄｒｉ
ｂｉｎｅ）、クロドロナート（ｃｌｏｄｒｏｎａｔｅ）、コビメトニブ（ｃｏｂｉｍｅｔ
ｎｉｂ）、ＣＯＬ－３、ＣＰ－７２４７１４、シクロホスファミド、シプロテロン（ｃｙ
ｐｒｏｔｅｒｏｎｅ）、シプロテロンアセタート、シタラビン、シトシンアラビノシド、
ダブラフェニブ（ｄａｂｒａｆｅｎｉｂ）、ダカルバジン（ｄａｃａｒｂａｚｉｎｅ）、
ダシノスタット（ｄａｃｉｎｏｓｔａｔ）、ダクチノマイシン（ｄａｃｔｉｎｏｍｙｃｉ
ｎ）、ダロツズマブ（ｄａｌｏｔｕｚｕｍａｂ）、ダヌセルチブ（ｄａｎｕｓｅｒｔｉｂ
）、ダサタニブ（ｄａｓａｔａｎｉｂ）、ダウノルビシン（ｄａｕｎｏｒｕｂｉｃｉｎ）
、デカタニブ（ｄｅｃａｔａｎｉｂ）、デグエリン（ｄｅｇｕｅｌｉｎ）、デニロイキン
（ｄｅｎｉｌｅｕｋｉｎ）、デオキシコホルマイシン（ｄｅｏｘｙｃｏｆｏｒｍｙｃｉｎ
）、デプシペプチド（ｄｅｐｓｉｐｅｐｔｉｄｅ）、ジアリールプロピオニトリル、ジエ
チルスチルベストロール（ｄｉｅｔｈｙｌｓｔｉｌｂｅｓｔｒｏｌ）、ジフチトックス（
ｄｉｆｔｉｔｏｘ）、ＤＮＥ０３、ドセタキセル（ｄｏｃｅｔａｘｅｌ）、ドビチニブ（
ｄｏｖｉｔｉｎｉｂ）、ドキソルビシン（ｄｏｘｏｒｕｂｉｃｉｎ）、ドロロキシフェン
（ｄｒｏｌｏｘｉｆｅｎｅ）、エドテカリン（ｅｄｏｔｅｃａｒｉｎ）、イットリウム－
９０標識化エドトレオチド（ｅｄｏｔｒｅｏｔｉｄｅ）、エドトレオチド、ＥＫＢ－５６
９、ＥＭＤ１２１９７４、エンコラフェニブ（ｅｎｃｏｒａｆｅｎｉｂ）、エンドスタチ
ン（ｅｎｄｏｓｔａｔｉｎ）、エンザルタミド（ｅｎｚａｌｕｔａｍｉｄｅ）、エンザス
タウリン（ｅｎｚａｓｔａｕｒｉｎ）、エピルビシン（ｅｐｉｒｕｂｉｃｉｎ）、エピチ
ロン（ｅｐｉｔｈｉｌｏｎｅ）Ｂ、ＥＲＡ－９２３、エルビツクス（ｅｒｂｉｔｕｘ）、
エルロチニブ（ｅｒｌｏｔｉｎｉｂ）、エストラジオール（ｅｓｔｒａｄｉｏｌ）、エス
トラムスチン（ｅｓｔｒａｍｕｓｔｉｎｅ）、エトポシド（ｅｔｏｐｏｓｉｄｅ）、エベ
ロリムス（ｅｖｅｒｏｌｉｍｕｓ）、エキセメスタン（ｅｘｅｍｅｓｔａｎｅ）、フィク
ラツズマブ（ｆｉｃｌａｔｕｚｕｍａｂ）、フィナステリド（ｆｉｎａｓｔｅｒｉｄｅ）
、フラボピリドール（ｆｌａｖｏｐｉｒｉｄｏｌ）、フロクスウリジン（ｆｌｏｘｕｒｉ
ｄｉｎｅ）、フルダラビン（ｆｌｕｄａｒａｂｉｎｅ）、フルドロコルチゾン（ｆｌｕｄ
ｒｏｃｏｒｔｉｓｏｎｅ）、フルオキシメステロン（ｆｌｕｏｘｙｍｅｓｔｅｒｏｎｅ）
、フルタミド（ｆｌｕｔａｍｉｄｅ）、ＦＯＬＦＯＸレジメン、フルベストラント（ｆｕ
ｌｖｅｓｔｒａｎｔ）、ガレテロン（ｇａｌｅｔｅｒｏｎｅ）、ガネテスピブ（ｇａｎｅ
ｔｅｓｐｉｂ）、ゲフィチニブ（ｇｅｆｉｔｉｎｉｂ）、ゲムシタビン（ｇｅｍｃｉｔａ
ｂｉｎｅ）、ギマテカン（ｇｉｍａｔｅｃａｎ）、グルコピラノシルリピドＡ、ゴセレリ
ン（ｇｏｓｅｒｅｌｉｎ）、酢酸ゴセレリン、ゴシポール（ｇｏｓｓｙｐｏｌ）、ＧＳＫ
４６１３６４、ＧＳＫ６９０６９３、ＨＭＲ－３３３９、ヒドロキシプロゲステロンカプ
ロアート、ヒドロキシウレア、ＩＣ８７１１４、イダルビシン（ｉｄａｒｕｂｉｃｉｎ）
、イドキシフェン（ｉｄｏｘｙｆｅｎｅ）、イホスファミド（ｉｆｏｓｆａｍｉｄｅ）、
ＩＭ８６２、イマチニブ（ｉｍａｔｉｎｉｂ）、イミキモド（ｉｍｉｑｕｉｍｏｄ）、Ｉ
ＭＣ－１Ｃ１１、ＩＮＣＢ２４３６０、ＩＮＣ２８０、ＩＮＯ１００１、インターフェロ
ン、インターロイキン２、インターロイキン１２、イピリムマブ（ｉｐｉｌｉｍｕｍａｂ
）、イリノテカン（ｉｒｉｎｏｔｅｃａｎ）、ＪＮＪ－１６２４１１９９、ケトコナゾー
ル、ＫＲＸ－０４０２、ラパチニブ（ｌａｐａｔｉｎｉｂ）、ラソホキシフェン（ｌａｓ
ｏｆｏｘｉｆｅｎｅ）、ＬＥＥ０１１、レトロゾール（ｌｅｔｒｏｚｏｌｅ）、ロイコボ
リン（ｌｅｕｃｏｖｏｒｉｎ）、ロイプロリド（ｌｅｕｐｒｏｌｉｄｅ）、酢酸ロイプロ
リド、レバミゾール（ｌｅｖａｍｉｓｏｌｅ）、リポソーム封入パクリタキセル（ｐａｃ
ｌｉｔａｘｅｌ）、ロムスチン（ｌｏｍｕｓｔｉｎｅ）、ロナファルニブ（ｌｏｎａｆａ
ｒｎｉｂ）、ルカントン（ｌｕｃａｎｔｈｏｎｅ）、ＬＹ２９２２２３、ＬＹ２９２６９
６、ＬＹ２９３６４６、ＬＹ２９３６８４、ＬＹ２９４００２、ＬＹ３００９１２０、Ｌ
Ｙ３１７６１５、マリマスタット（ｍａｒｉｍａｓｔａｔ）、メクロレタミン（ｍｅｃｈ
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ｌｏｒｅｔｈａｍｉｎｅ）、メドロキシプロゲステロンアセタート（ｍｅｄｒｏｘｙｐｒ
ｏｇｅｓｔｅｒｏｎｅａｃｅｔａｔｅ）、メゲストロールアセタート（ｍｅｇｅｓｔｒｏ
ｌａｃｅｔａｔｅ）、ＭＥＫ１６２、メルファラン（ｍｅｌｐｈａｌａｎ）、メルカプト
プリン（ｍｅｒｃａｐｔｏｐｕｒｉｎｅ）、メスナ（ｍｅｓｎａ）、メトトレキセート（
ｍｅｔｈｏｔｒｅｘａｔｅ）、ミトラマイシン（ｍｉｔｈｒａｍｙｃｉｎ）、マイトマイ
シン（ｍｉｔｏｍｙｃｉｎ）、ミトタン（ｍｉｔｏｔａｎｅ）、ミトキサントロン（ｍｉ
ｔｏｘａｎｔｒｏｎｅ）、トザセルチブ（ｔｏｚａｓｅｒｔｉｂ）、ＭＬＮ８０５４、加
熱殺菌マイコバクテリウム・オブエンス（Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｏｂｕｅｎｓｅ
）の懸濁液、ナチトクラックス（ｎａｔｉｔｏｃｌａｘ）、ネオバスタット（ｎｅｏｖａ
ｓｔａｔ）、ネラチニブ（ｎｅｒａｔｉｎｉｂ）、ニューラジアブ（ｎｅｕｒａｄｉａｂ
）、ニロチニブ（ｎｉｌｏｔｉｎｉｂ）、ニルチミド（ｎｉｌｕｔｉｍｉｄｅ）、ノラト
レキセド（ｎｏｌａｔｒｅｘｅｄ）、ＮＶＰ－ＢＥＺ２３５、オブリメルセン（ｏｂｌｉ
ｍｅｒｓｅｎ）、オクトレオチド（ｏｃｔｒｅｏｔｉｄｅ）、オファツムマブ（ｏｆａｔ
ｕｍｕｍａｂ）、オレゴボマブ（ｏｒｅｇｏｖｏｍａｂ）、オルナツズマブ（ｏｒｎａｔ
ｕｚｕｍａｂ）、オルテロネル（ｏｒｔｅｒｏｎｅｌ）、オキサリプラチン（ｏｘａｌｉ
ｐｌａｔｉｎ）、パクリタキセル（ｐａｃｌｉｔａｘｅｌ）、パルボシクリブ（ｐａｌｂ
ｏｃｉｃｌｉｂ）、パミドロナート（ｐａｍｉｄｒｏｎａｔｅ）、パニツムマブ（ｐａｎ
ｉｔｕｍｕｍａｂ）、パゾパニブ（ｐａｚｏｐａｎｉｂ）、ＰＤ０３２５９０１、ＰＤ１
８４３５２、ＰＥＧ－インターフェロン、ペメトレキセド（ｐｅｍｅｔｒｅｘｅｄ）、ペ
ントスタチン（ｐｅｎｔｏｓｔａｔｉｎ）、ペリホシン（ｐｅｒｉｆｏｓｉｎｅ）、フェ
ニ
ルアラニンマスタード（ｐｈｅｎｙｌａｌａｎｉｎｅｍｕｓｔａｒｄ）、ＰＩ－１０３、
ピクチリシブ（ｐｉｃｔｉｌｉｓｉｂ）、ＰＩＫ－７５、ピペンドキシフェン（ｐｉｐｅ
ｎｄｏｘｉｆｅｎｅ）、ＰＫＩ－１６６、プリカマイシン（ｐｌｉｃａｍｙｃｉｎ）、Ｐ
ＬＸ８３９４、ポリ－ＩＣＬＣ、ポルフィマー（ｐｏｒｆｉｍｅｒ）、プレドニゾン（ｐ
ｒｅｄｎｉｓｏｎｅ）、プロカルバジン（ｐｒｏｃａｒｂａｚｉｎｅ）、プロゲスチン（
ｐｒｏｇｅｓｔｉｎ）、ＰＳＫ、ＰＸ－８６６、Ｒ－７６３、ラロキシフェン（ｒａｌｏ
ｘｉｆｅｎｅ）、ラルチトレキセド（ｒａｌｔｉｔｒｅｘｅｄ）、ラゾキシン（ｒａｚｏ
ｘｉｎ）、リダホロリムス（ｒｉｄａｆｏｒｏｌｉｍｕｓ）、リツキシマブ（ｒｉｔｕｘ
ｉｍａｂ）、ロミデプシン（ｒｏｍｉｄｅｐｓｉｎ）、ＲＴＡ７４４、ルビテカン（ｒｕ
ｂｉｔｅｃａｎ）、スクリプタイド（ｓｃｒｉｐｔａｉｄ）、Ｓｄｘ１０２、セリシクリ
ブ（ｓｅｌｉｃｉｃｌｉｂ）、セルメチニブ（ｓｅｌｕｍｅｔｉｎｉｂ）、セマキサニブ
（ｓｅｍａｘａｎｉｂ）、ＳＦ１１２６、シロリムス（ｓｉｒｏｌｉｍｕｓ）、ＳＮ３６
０９３、ソラフェニブ（ｓｏｒａｆｅｎｉｂ）、スピロノラクトン（ｓｐｉｒｏｎｏｌａ
ｃｔｏｎｅ）、スクアラミン（ｓｑｕａｌａｍｉｎｅ）、ＳＲ１３６６８、ストレプトゾ
シン（ｓｔｒｅｐｔｏｚｏｃｉｎ）、ＳＵ６６６８、スベロイルアナリド（ｓｕｂｅｒｏ
ｙｌａｎａｌｉｄｅ）ヒドロキサム酸、スニチニブ（ｓｕｎｉｔｉｎｉｂ）、合成エスト
ロゲン、タランパネル（ｔａｌａｍｐａｎｅｌ）、タリモゲン　ラヘルパレプベック（ｔ
ａｌｉｍｏｇｅｎｅ　ｌａｈｅｒｐａｒｅｐｖｅｃ）、タモキシフェン（ｔａｍｏｘｉｆ
ｅｎ）、テモゾロミド（ｔｅｍｏｚｏｌｏｍｉｄｅ）、テムシロリムス（ｔｅｍｓｉｒｏ
ｌｉｍｕｓ）、テニポシド（ｔｅｎｉｐｏｓｉｄｅ）、テスミリフェン（ｔｅｓｍｉｌｉ
ｆｅｎｅ）、テストステロン、テトランドリン（ｔｅｔｒａｎｄｒｉｎｅ）、ＴＧＸ－２
２１、サリドマイド、６－チオグアニン、チオテパ、チシリムマブ（ｔｉｃｉｌｉｍｕｍ
ａｂ）、チピファルニブ（ｔｉｐｉｆａｒｎｉｂ）、チボザニブ（ｔｉｖｏｚａｎｉｂ）
、ＴＫＩ－２５８、ＴＬＫ２８６、ＴＮＦα、トポテカン（ｔｏｐｏｔｅｃａｎ）、クエ
ン酸トレミフェン（ｔｏｒｅｍｉｆｅｎｅ）、トラベクテジン（ｔｒａｂｅｃｔｅｄｉｎ
）、トラメチニブ（ｔｒａｍｅｔｉｎｉｂ）、トラスツズマブ（ｔｒａｓｔｕｚｕｍａｂ
）、トレチノイン（ｔｒｅｔｉｎｏｉｎ）、トリコスタチン（ｔｒｉｃｈｏｓｔａｔｉｎ
）Ａ、トリシリビンホスファート（ｔｒｉｃｉｒｉｂｉｎｅｐｈｏｓｐｈａｔｅ）一水和
物、トリプトレリン（ｔｒｉｐｔｏｒｅｌｉｎ）パモアート、ＴＳＥ－４２４、ウラシル
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マスタード、バルプロ酸、バルルビシン（ｖａｌｒｕｂｉｃｉｎ）、バンデタニブ（ｖａ
ｎｄｅｔａｎｉｂ）、バタラニブ（ｖａｔａｌａｎｉｂ）、ＶＥＧＦトラップ、ベムラフ
ェニブ（ｖｅｍｕｒａｆｅｎｉｂ）、ビンブラスチン（ｖｉｎｂｌａｓｔｉｎｅ）、ビン
クリスチン（ｖｉｎｃｒｉｓｔｉｎｅ）、ビンデシン（ｖｉｎｄｅｓｉｎｅ）、ビノレル
ビン（ｖｉｎｏｒｅｌｂｉｎｅ）、ビタキシン（ｖｉｔａｘｉｎ）、ビテスパン（ｖｉｔ
ｅｓｐａｎ）、ボリノスタット（ｖｏｒｉｎｏｓｔａｔ）、ＶＸ－７４５、ウォートマン
ニン（ｗｏｒｔｍａｎｎｉｎ）、Ｘｒ３１１、ザノリムマブ（ｚａｎｏｌｉｍｕｍａｂ）
、ＺＫ１８６６１９、ＺＫ－３０４７０９、ＺＭ３３６３７２、ＺＳＴＫ４７４、Ｚ－１
００、カソピタント（ｃａｓｏｐｉｔａｎｔ）、ネツピタント（ｎｅｔｕｐｉｔａｎｔ）
、パロノセトロン（ｐａｌｏｎｏｓｅｔｒｏｎ）、アプレピタント（ａｐｒｅｐｉｔａｎ
ｔ）、ジフェンヒドラミン、ヒドロキシジン、メトクロプラミド（ｍｅｔｏｃｌｏｐｒａ
ｍｉｄｅ）、ロラゼパム（ｌｏｒａｚｅｐａｍ）、アルプラゾラム（ａｌｐｒａｚｏｌａ
ｍ）、ハロペリドール、ドロペリドール（ｄｒｏｐｅｒｉｄｏｌ）、ドロナビノール（ｄ
ｒｏｎａｂｉｎｏｌ）、デキサメタゾン、メチルプレドニゾロン、プロクロルペラジン、
グラニセトロン（ｇｒａｎｉｓｅｔｒｏｎ）、オンダンセトロン（ｏｎｄａｎｓｅｔｒｏ
ｎ）、ドラセトロン（ｄｏｌａｓｅｔｒｏｎ）、トロピセトロン（ｔｒｏｐｉｓｅｔｒｏ
ｎ）、ＧＣＳＦ、ＰＥＧ－ＧＣＳＦ、エリスロポエチン、エポエチン（ｅｐｏｅｔｉｎ）
アルファ、ダルベポエチン（ｄａｒｂｅｐｏｅｔｉｎ）アルファ、ブルトンチロシンキナ
ーゼ（ＢＴＫ）インヒビター、前立腺特異抗原ワクチン、アザシチジン（ａｚａｃｉｔｉ
ｄｉｎｅ）、メシル酸エリブリン（ｅｒｉｂｕｌｉｎ）、メシル酸レンバチニブ（ｌｅｎ
ｖａｔｉｎｉｂ）、エパカドスタット（ｅｐａｃａｄｏｓｔａｔ）、抗４－１ＢＢアゴニ
スト抗体または抗原結合性フラグメント、クリゾチニブ（ｃｒｉｚｏｔｉｎｉｂ）、ＣＳ
Ｆ１受容体キナーゼインヒビター、エンチノスタット（ｅｎｔｉｎｏｓｔａｔ）、ビリナ
パント（ｂｉｒｉｎａｐａｎｔ）およびニラパリブ（ｎｉｒａｐａｒｉｂ）からなる群か
ら選択されるメンバーである、請求項１３記載の組成物またはキット。
【請求項１７】
　請求項１～８のいずれか１項記載の抗体または抗原結合性フラグメントを含む、ＬＡＧ
３に対する拮抗を要するヒト患者においてＬＡＧ３に拮抗させるための医薬組成物。
【請求項１８】
　請求項１～８のいずれか１項記載の抗体または抗原結合性フラグメントを含む対象にお
ける癌または感染症の治療のための医薬組成物であって、所望により治療手技および／ま
たはもう１つの治療剤と組合せて、対象に投与される医薬組成物。
【請求項１９】
　癌が、転移癌、固形腫瘍、血液癌、白血病、リンパ腫、骨肉腫、横紋筋肉腫、神経芽細
胞腫、腎臓癌、白血病、腎移行細胞癌、膀胱癌、ウィルムス癌、卵巣癌、膵臓癌、乳癌、
前立腺癌、骨癌、肺癌、非小細胞肺癌、胃癌、結腸直腸癌、子宮頸癌、滑膜肉腫、頭頸部
癌、扁平上皮癌、多発性骨髄腫、腎細胞癌、網膜芽細胞腫、肝芽腫、肝細胞癌、黒色腫、
腎臓のラブドイド腫瘍、ユーイング肉腫、軟骨肉腫、脳腫瘍、神経膠芽腫、髄膜腫、下垂
体腺腫、前庭神経鞘腫、原始神経外胚葉性腫瘍、髄芽腫、星細胞腫、退形成性星細胞腫、
乏突起膠腫、上衣腫、脈絡叢乳頭腫、真性多血症、血小板血症、特発性筋線維症、軟部組
織肉腫、甲状腺癌、子宮内膜癌、カルチノイド癌または肝臓癌、乳癌および胃癌からなる
群から選択されるメンバーである、請求項１８記載の医薬組成物。
【請求項２０】
　請求項１～８のいずれか１項記載の抗体または抗原結合性フラグメントを含む医薬組成
物であって、注射装置を使用して該抗体またはフラグメントを対象の体内に注射すること
によって対象に投与され、所望により、もう１つの治療剤または治療手技をも対象に投与
される、医薬組成物。
【請求項２１】
　請求項１～９のいずれか１項記載の抗体もしくはその抗原結合性フラグメントまたはポ
リペプチドの製造方法であって、
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　ａ．該抗体もしくは抗原結合性フラグメントの免疫グロブリン鎖または該ポリペプチド
をコードするポリヌクレオチドを含む宿主細胞を、該ポリヌクレオチドの発現に有利な条
件下で培地内で培養し、
　ｂ．所望により、該宿主細胞および／または培地から該抗体、抗原結合性フラグメント
またはポリペプチドを回収することを含む製造方法。
【請求項２２】
　宿主細胞がチャイニーズハムスター卵巣細胞である、請求項２１記載の製造方法。
【請求項２３】
　請求項２１又は２２に記載の製造方法の産物である、ＬＡＧ３に特異的に結合する抗体
もしくはその抗原結合性フラグメントまたはポリペプチド。
【請求項２４】
　請求項１～８のいずれか１項記載の抗体またはその抗原結合性フラグメントとＬＡＧ３
ポリペプチドとの間で複合体を形成させるための方法であって、該抗体またはフラグメン
トとＬＡＧ３ポリペプチドとの結合に有利な条件下、該抗体またはフラグメントをＬＡＧ
３ポリペプチドと接触させることを含む方法。
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